
［開室時間］10 時～ 19 時（金曜 10 時～ 20 時、日曜・祝日 10 時～ 17 時）※入室は閉室の 30 分前まで
［休 室 日］12 月 15 日（月）、12 月 27 日（土）～ 1 月 4 日（日）、1 月 19 日（月）、2 月 16 日（月）
［観覧料金］一般 500 円、大学・高校生 300 円　

※�区内在住者・中学生以下、障害者手帳などをお持ちの方および付き添いの方1名は無料（住所が確認できるもの等、証明となるものをお持ちください）

千代田区立日比谷図書文化館 1階 特別展示室

2025.12.6 土  2026.2.23 月 祝

―「昭和」という舞台を観に行こう―



○東京メトロ丸の内線・日比谷線「霞ケ関駅」B2 出口徒歩 3 分　
○東京メトロ千代田線「霞ケ関駅」C4 出口徒歩 3 分　○ JR「新
橋駅」日比谷口（SL 広場）徒歩 10 分　○都営三田線「内幸町駅」
A7 出口徒歩 3 分　○都営バス橋 63 系統「内幸町」徒歩 3 分　
※�当施設に駐車場・駐輪場はございません。公共交通機関を 

ご利用ください。

主 催  千代田区、千代田区教育委員会　
協 力  千代田区立日比谷図書文化館

〒100-0012 東京都千代田区日比谷公園 1-4　
 03-3502-3340（代表） 
bunkashinkou_bunkazai@city.chiyoda.lg.jp

関連事業情報 �

THE SHOWA
MUST GO ON

○表紙建物　※( )内は竣工年
Ⓐ日本劇場（昭和8 年）Ⓑ日比谷映
画劇場（昭和9 年）Ⓒ東京宝塚劇場

（昭和8 年）Ⓓ日生劇場（昭和38 年）
Ⓔ日比谷公園大音楽堂（大正12年）
Ⓕ帝国劇場（明治 44 年）Ⓖ日比谷
公 会 堂（昭 和4 年）Ⓗ 神田日活 館

（大正13年）Ⓘ帝国劇場（昭和41年）Ⓙ国立劇場（昭和41年）
○表面パンフレット左上から
NICHIGEKINo.43「ジャングルの女王」（日本劇場）／昭和九年
正月公演宝塚少女歌劇番組（東京宝塚劇場）／サヨナラ日劇
FESTIVAL（日本劇場）／ローマオリンピック1960（スカラ座）／
昭和十年六月公演番組（有楽座）／アメリカ交響曲（スバル座）／
The Swan Lake（日比谷公会堂）／国立劇場／神田東洋キネマ
○裏面
上：THE TOHO パンフレット表紙
下：〔絵葉書〕日本劇場　観覧席舞台

―「昭和」という舞台を観に行こう―

記念講演会1

「東京宝塚劇場の昭和」
令和 7 年 12 月 13 日（土）14 時～ 15 時 30 分
講師：鈴木国男（共立女子大学 教授）
定員：60 名（事前申込 11 月 20 日（木）必着）
参加費：500 円

記念講演会2

「日比谷公会堂 
―歴史が演出された舞台空間―」
令和 8 年 1 月 24 日（土）14 時～ 15 時 30 分
講師：新藤浩伸（東京大学 准教授）
定員：60 名（事前申込 1 月 8 日（木）必着）
参加費：500 円

 
会　　場　いずれも千代田区立日比谷図書文化館 4 階 スタジオプラス（小ホール） 
申込方法　�11月5日（水）よりメールもしくは往復はがきで①事業名②住所③氏名（ふりがな）④年齢⑤電話番号を明記のうえお申し込みください。

お申し込みの際は、メール・はがき1通につき、1名様・1講座のみの応募となります。宛先は下記メールアドレス・住所まで。応募
者多数の場合は抽選（区民優先）。※詳細は下記 QR コード（千代田区の文化財ホームページ）からもご確認いただけます。

関連講座

「音楽と学ぶ昭和時代」
令和 8 年 2 月 21 日（土）14 時～ 15 時 30 分
講師：展示担当学芸員
定員：40 名（事前申込 2 月 5 日（木）必着）
参加費：無料

担当学芸員によるギャラリートーク
令和 7 年 12 月 25 日（木）18 時～、令和 8 年 1 月 7 日（水）18 時～
令和 8 年 2 月 21 日（土）16 時～　（各回 30 分程度）
会場：日比谷図書文化館 1 階　特別展示室　
申込不要（別途入場料は必要です）

―
劇
場
で
た
ど
る

千
代
田
区
の
昭
和
―

　千代田区には近代から現在に至るまで数多くの劇場施設があります。劇場は娯楽の場というだけではなく、 
時代の様相が色濃く反映されています。今回の展示では、様々な劇場から千代田区の昭和をたどります。
　「The show must go on」はショービジネス界でよく使われる英語の慣用句で、「どんな不測の事態や逆境が
あっても、もう始まったものは続けなくてはならない」という意味です。昭和という時代は戦争や敗戦、高度経
済成長など様々なことがありました。どんな局面でも続いていった「昭和」を、最初から最後までお見逃しなく。


